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化学科の英語教育の状況

第3会場　化学英語を連携する　
ポイント整理とヒント集　

1

内容

• 化学科の英語教育のカリキュラム
• 化学英語に対する考え方
• 化学英語に関する講義の紹介
• 学生の意見
• 大学院入試の動向
• 個人的な感想

2

化学科の英語関連カリキュラム

1年次 2年次 3年次 4年次
英語A1 英語B1 化学文献講読I 卒業研究
英語A2 英語B2 化学輪講
英語A3 英語B3 化学文献講読 II （研究のための

論文精読，雑誌
会，時として外
国人の講演）

英語A4 英語B4

日本語文章
表現 I

基礎化学英語

必修科目 1科目を選択 選択科目

3

科目紹介：基礎化学英語

• 2006年度から

• 基礎化学英語をおいた経緯
教養科目の英語とのギャップ
化学文献講読I・IIだけで不足：橋渡しが必要
文法的なもののほかにオーラル的なものも必
要
化学英語に頻出の表現，器具の名称，化合物
の呼び方，数式・反応式の読み方など....

5

化学科の英語に対する考え方

• 英語アレルギーを払拭したい
• 文献の訳がきちんとできるようにしたい
• 文法が重要
• 専門の文献を読む教育vsプレゼンテーション

• 英語を声に出して読めるように
• 化学式などを読めるようにしたい

2005年英語科教室と文献講読担当者の談話会

教員によって思いが違う！

4

科目紹介：基礎化学英語

• 履修者　学年の6～7割が履修登録／2クラス
で実施

• 10回　簡単な化学の英語
初年度レベルの化学の内容
文法，表現，単語に慣れる
化学式や数式の読み方

• 4回　ネイティブスピーカー（化学を専門と
する大学教員）による講義
英語によるコミュニケーション
発音

6



講義紹介：化学文献講読I・II

•シラバスに書かれた講義目的
論文として発表された化学文献を読みこなす力は、卒業研
究を始めるにあたって必須である。そのため、化学文献講
読・ が３年次必修科目として課せられている。化学史上
の先人の業績にふれ、また最新の国内外の研究者の研究業
績を理解するための読解力を養成することが目標である。
学生諸君はこの授業をもとに、内外の専門書を不自由なく
読み、その内容を十分に理解できる基礎づくりをしてほし
い。

7

講義紹介：化学文献講読I・II

• 1クラス20名程度で実施
今年度は8クラス編成，例年は6クラス
再履修クラスあり
教員は春秋学期で12名が関与

• 内容は教員に任されている かなりバラエ
ティーがある講義
内容のすり合わせはしていない
成績については極端な不公平がないよう調整

8

講義紹介：化学文献講読I・II

• 講読対象：組合せているケースもある
　　　　　　　　　　　　　　配付資料あり
ジャーナル：化学のバックグラウンドが必
要
教科書・専門書
雑誌・新聞（NewsweekやC&E News）
化学の問題集：化学的な内容も講義に含む
構文(表現)集

9

化学科の英語教育の先にあるもの

• 大学院入試(化学系)の英語：最近様子が変ってきた
東大院（理 · 工 · 総合文化）　TOEFL-iBT, TOEFL-

PBTスコア提出 or TOEFL-ITP試験を受験
東工大院理・化学　TOEFL-iBT, TOEFL-PBT, TOEIC

スコア提出
東工大院総合理工（化学系専攻）TOEFL-iBT 80以
上，TOEFL-PBT 550，TOEIC 730以上英語試験免除
筑波大院数理物質・物性分子：TOEFL, TOEIC提出
（TOEFL-iBT 98, TOEFL-PBT 597, TOEIC 860を満点）（化学専
攻は筆記試験） 我々の手を超えてしまった？

その背景にあるものは？
11

化学文献講読 I・II

• 学生は何を求めているか
大ざっぱに理解するより，きちんと読む力
をつけたい
文法的なこと，文の構造を理解したい
ある程度内容がある文章，内容が分かる文
章を読みたい
化学に固有な表現，用語を学びたい
化学のいろいろな分野の英語に触れたい

10

個人的感想

• 英語の授業を受けたのは30年程前：高校の英語の
授業しか思い出せない！：授業モデルを持たない

• 英語教育の専門家ではない！教育者としてのアイ
デンティティーが英語にはない

• 文法だって結構忘れた：意味は分かるにしても，
説明をうまくできない，自信がない

• 英語力は日本語力？論理力？訳文の日本語がおか
しくても平気な学生が多い，意味を考えずに後ろ
から後ろからと訳をする

• 経験的にはとにかく英語につきあっていると読め
るようになる（気がする）：科学英語の多読？
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